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地 位 承 継 届 
 

令和 年 月 日 

 

中部地方整備局長 殿 

 

届出人 住 所 岐阜市忠節町５－１ 

ふりがな こくど  いちろう 

氏 名 国土 一朗 

 

 
河川法第３３条の規定により、次のとおり届け出ます。 

 

 
１．河川の名称 

一級河川 木曽川水系 ○○川 

 

 
２．被承継人 

住 所 

ふりがな こくど  じろう 

氏 名 国土 二朗 

 

 
３．承継の年月日 

令和○年○月○日 

 

 
４．承継に関する事実 

被承継人死亡による相続 

 

 
５．許可の年月日及び番号 

令和○年○月○日 国部整上占第○号 

 

 
６．許可の内容及び条件の概要

通路 ○○m2 

 

 
 

連絡先 電話番号 00-0000-0000  
 担 当 者 ○○課△△係 □□ 

印 
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［記載要領］ 

1. 届出年月日 

届出書を提出する日を記載する。 

 

2. 届出人 

住所：公共団体又は法人等についても「字○○番地」まで記載する。 

氏名：(1) 公共団体又は法人等である場合は、その公共団体又は法人の名称及び代表者氏名を

記載する。 

(2) 共同申請の場合は、共同申請人の氏名をすべて列記するのが原則であるが、「○○ 

○○外○○名」「代表者○○○○」と記載してもよい。この場合には、すべての共

同申請者の住所及び氏名を記載した書面を添付するとともに委任状も添付する。 

 

3. 河川の名称 

承継しようとする許可についての許可書（以下「現許可書」とする。）に記載された水系名、

河川名を記載する。 

 

4. 被承継人 

現許可書の許可受者を記載する。 

 

5. 承継の年月日 

承継した年月日を記載する。 

 

6. 承継に関する事実 

相続や合併など、承継の原因及び承継した地位の内容を詳しく記載する。 

（※「営業譲渡」は承継理由とはならない。） 

 

7. 許可の年月日及び番号 

現許可書の許可年月日及び番号を記載する。 

 

8. 許可の内容及び条件の概要 

現許可書に記載された許可の内容を記載するとともに、特別な条件が付されている場合には、

それを記載する。なお、別紙において記載することもできる。 

 

9. 連絡先 

申請担当者名（申請者と異なる場合のみ）及び電話番号を記載する。 
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［添付図書] 

1. 地位の承継を示す書面 

[1] 相続の場合 

(1) 系図 

・被承継人の死亡年月日を記載する。 

・相続人全員を明記する。（死亡している場合は、死亡年月日も記載する） 

・承継人の生年月日及び現住所を記載する。 

(2) 戸籍謄本又は抄本 

・上記(1)の系図が確認できるものとする。 

   ※ (1)(2)に代えて、法務局が証明する法定相続情報一覧図を添付してもよい。 

(3) 権利放棄書等 

・相続人が複数の場合は、遺産分割協議書又は承継人以外の相続人全員からの権利放棄書を

添付する。合わせて、相続人全員の印鑑証明書を添付する。 

・住民票又は印鑑証明の発行日は、届出日の前日より３ヶ月を超えないものとする。 

[2] 合併の場合 

(1) 合併後存続した会社又は合併後設立した会社の登記簿謄本 

(2) 合併の経緯等を示す書面 

 

2. 事業計画概要 

占用目的、占用の意志及び状態について記載する。 

 

3. 現許可書の写し 

 

4. その他参考となるべき事項を記載した図書 


